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沖縄の民間巫者“ユタ”のカウンセリング機能の一研究

宗教的面接場面の分析から

吉良安之

A Study on the Counseling Function of Okinawan Shaman "Yuta" 

- From an Analysis of Interviews Conducted in a Religious Situation -

Y asuyuki KIRA 

Summary 

The aim of this article is to investigate the counseling function of Okinawan shaman "Yuta". Two 

interviews conducted by shamans are here in reported and are discussed from the viewpoint of comparisons 

with counseling interviews based on clinical psychology. 

Some of the findins were as follows；①The style of developing a rapport is unique, i. e. rapport is nurtured 

by guessing the facts related to the client by supernatural ways.② The interview is strongly led by the 

shaman.③ The meaning of the client's distress is interpreted by relating it to the context of the lack of 

taking care of spirits of the client's ancestors. Finally,④ the shaman concretely advises the client on how 

to overcome the distress based on the above mentioned context. 

Key words: Counseling function, Okinawan shaman "Yuta", Interview in religious situation. 

(Journal of Health Science, Kyushu University, 17, 51-58, 1995) 

はじめに

1.本研究の目的

カウンセリングは，もともと西欧で発達した臨床心

理学の学問体系にもとづいて，心理的に困難な状態に

ある人に対して行われる人間関係を通じての心理的援

助の行為であると言えるであろう。しかしそれに類す

るような心理的援助の行為は，その起源を明らかにす

ることが困難なほど古くから，人間社会に遍在する営

みとして行われてきたに違いない。カウンセリングを

職業とする者にとって，土着の文化の中で行われてき

たそのような営みを知ることは，自らの行っているカ

ウンセリングというものを改めて振り返るうえで，非

常に貴重なモーメントになるであろうと考えられる。

筆者は今回，沖縄地域の民間巫者（一般には‘‘ュタ”

と呼ばれている人たち。この名称は沖縄社会では時に

批判的な意味で用いられるが，ここでは固有の宗教的

世界観を持ち，固有の宗教的行為を行う民間巫者の意

味で，この名称を用いる。）について調査を行う機会に

恵まれ，複数のユタに直接対面して宗教的面接（「ハン

ジを買う」と呼ばれる，ュタの判断や解釈を求める行

為）を受けることができた。本研究ではそれを資料に

して，そこではどのような面接がなされているのか，

それは臨床心理学の観点から見てどのような特徴を持

つものであるのか，ということについて検討していき

たい。
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2.「カウンセリング機能」とは

本研究では，民間巫者の行う宗教的面接を，臨床心

理学的なカウンセリングとの比較の観点から検討しよ

うとする。つまり何らかの意味で，民間巫者の行う行

為にはカウンセリングとの共通点があるだろう，とい

う前提に立っている。そのような共通点をここでは「カ

ウンセリング機能」と呼んでおくことにしたい。この

ような視点を持った研究者としては以下の人たちをあ

げることができる。大橋3)は「筆者は，ュタが伝統文化

に密着した一種のカウンセラーとしての役割を担い，

不安や葛藤をもって訪れてくるクライエントに対して，

その問題場面や不安・葛藤に超自然的信念体系にもと

づいて意味づけを与え，クライエントの認知・態度・

行動を方向づけている事実に着眼し，多角的にフィー

ルドワークを行ってきた」と述べている。饒平名5)は「社

会的な側面からムヌスー（沖縄県宮古島地方での民間

巫者の呼称。‘‘物知り”の意）をみると個人，集団と霊

的世界の互恵的秩序調和の媒介者であるとともに祭祀

儀礼の執行者ともなり，依頼者のカウンセラーでもあ

る」と言う。また池上1),2)は“カウンセラー”という表

現はしていないものの，ュタ信仰における救済機構に

ついて「個人の不幸の究極的原因を，『共苦共感の世界』

を構築することによって解決に導こうとする，基本的

な図式をよみとることができる」と述べている。

ではカウンセリング機能とはどのようなものであろ

うか。それは今後研究を深めるにつれて，より明確に

していくべきものであるが，ここでは研究の出発点と

して，仮に以下のように考えておきたい。

筆者は，「カウンセリング」という用語は臨床心理学

の学問体系に基づいて専門の訓練を受けた者によって

行われる行為のみを指すものと考えている。それに対

して，「カウンセリング機能」とは，行為の当事者が誰

であれ，ある種の心理的困難や悩みを感じている個人

に対して，人間関係を通じて何らかの心理的影響を及

ぼすことにより，心理的困難や悩みを軽減ないしは変

化させるような機能であると考えたい。ここで言う心

理的困難や悩みには多様なものが考えられる。自分の

性格や生き方や人間関係のあり方についで悩む，とい

うような，もともとが心理的な意味での悩みも考えら

れるが，民間巫者のカウンセリング機能を考えるうえ

では，二次的な意味でのそれも視野に入れておく必要

があると考えられる。例えば，自分や家族が病気がち

である，事業がうまくいかない，結婚したいができな

ぃ，経済的にうまくいかない，などの出来事を契機に

二次的な意味で心理的な困難・悩みを感じ，民間巫者
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を訪れる人も多いようである。

このように広い意味でカウンセリング機能を考える

ならば，それはさまざまな立場の人によって担われて

いると言えるだろう。例えば医者や看護婦は，体の病

気を治す行為を行っているが，それと同時に，病気に

ついて説明したり，患者の不安を人間関係を通じて受

けとめたりすることによって，二次的には患者の心理

的困難をも軽減させている。極端な場合には，病気そ

のものは治らなくてもカウンセリング機能は果たして

いることもありうる。司法関係者も法の領域での援助

を行うことを通じて同様の機能を果たしている面があ

ると考えられる。そして宗教者は宗教的な行為を通じ

て信者に心理的救済を与えるならば，信者に対してこ

の機能を果たしている。民間巫者の行う行為について

考えてみると，「祖先の祭り方がこれでよいのかどうか

知りたい」というようなニードに応える場合にはカウ

ンセリング機能の意味は少ないが，クライエントが心

理的に困難や悩みを抱いており，それに応える心理的

作業がなされる場合にはカウンセリング機能を果たし

ていると言えるであろう。本研究ではさしあたって，

このように広い意味でカウンセリング機能を考えてお

きたい。

ュタの行うハンジ面接の実際例

ここに示す 2つの実際例は， 1994年の 9月に沖縄で

の調査を行ったさいに，筆者自身がクライエントとな

って面接を受けたものである。調査には筆者以外に 2

名の男性調査者が同行し，面接場面にも同席した（事

例Aについては，そのユタを紹介してくれた地元の主

婦も同席している）。

筆者自身が受けた面接を研究の資料にすることには，

利点と難点の両面が考えられる。利点としては，筆者

が実際に面接を体験してみての実感を含めて考察が可

能であることがあげられる。宗教的面接がクライエン

トにどのような心理的影響を与えるものであるかを検

討するうえでは，これは大きな利点であると考えられ

る。難点としてあげられるのは，①筆者が本当に心理

的な困難や悩みを感じてユタを訪れたというよりも「ま

ず体験してみよう」という心理的構えであったこと，

②筆者が地元沖縄の出身ではなく，文化を異にしてい

るということである。①はクライエントとしての体験

に影響していると考えられるし，②は面接のプロセス

に大きな影響を与えていると考えられる。事実，実際

例に示すように，ュタは「ヤマトのことはわからんさ

あ」と言いながら面接を行っている。以上の 2点から，
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ここにあげる実際例はオーソドックスなハンジ面接と いうのがありますけど，どうですか？ 思うままにこ

言えるかどうかには疑問が残ると言えよう。資料とし れやろうと思っても，前ふさがり。スムーズに行動で

てのそのような限界を認識したうえで，検討を行うこ きないというのがありますが，どうですか？ 家族が

とにしたい。 病気をしたり〉「僕のことも含めて？」〈みんな含めて。

（以下の面接記録で〈〉はユタの発言，「 」はク 仕事のこととか〉「うん…。仕事で，実際の妨害がある

ライエント（筆者）の発言，『』はそれ以外の人の発 わけじゃないけど，先が見えない，今からどういう仕

言，［ ］は筆者による注釈を示している。） 事をして行くかとか，見えてこない•••。それと，家内

が，今はそうでもないけど，前に病気をして手術をし

1.事例A (60歳女性） たりとかある」〈そうですね〉［しばらく沈黙］〈大杉っ

〈ヤマトのこと，わからんさあ〉〈仕事の関係ですか？〉 て聞こえますけど，それは何ですか？〉「大杉？ 大杉

「仕事のこととか，家族のこととか」〈運勢ね》「はい。 ですか？」〈はい。それと天神さんと聞こえますけど，

運勢をみてもらいたいと思って」 おばあちゃんたち，大きいおじいさんとか， 3代か 4

［神棚のロウソクに灯をつけて，拝みながら］〈南洋 代前かの人，ご信心されて，字を書かれて，それを捨

に行くの？ 誰が南洋に行くの？〉「ナンヨウ？」［同 てたんですか？〉「僕はそのへん，全然わからん」［ユ

伴した地元の主婦が］『私のお父さんが行く』〈あなた 夕はがっかりしたように笑う］〈じゃあ，おばあさんと

の旦那さんが南洋に行くって？）『はい』〈ああ，そう〉 か，お父さんに聞かれて〉「大杉…」［クライエントが

『おばあちゃんも』〈行くときはよく注意しなさいね。 考えながらつぶやくと，突然ユタは大きな声になって］

神様が「注意しなさいね」って〉 〈杉の木がいっぱい生えてるところの近い屋敷！ あ

［神棚を拝み，柏手をうつ］〈福岡？ 福岡？〉「福岡 ったでしょ！杉の木がいっぱい生えた，イナカ，イナ

から来ました」〈福岡ですか〉「はい」［神様と対話して 力！〉「田舎…」〈はい。水が少し，大きくなくて，小

いる様子］〈最初から福岡じゃないでしょ，ね〉「…は さな水が流れてるところですけど…。水の流れる音が

い。はい」［クライエントの姓名，住所を聞き，メモ用 聞こえる！〉「あのね，僕は行ったことがないんですよ」

紙に書く］ 〈はい，はい。ごめんなさいね〉「いえ。でね，僕の祖

〈お父さんの何男？〉「長男です」〈お父さんは？〉 父，死んだんだけど，祖父とばあちゃんが結婚した後

「長男」《長男の長男ね〉「はい」〈で，もともとは福岡 で，その田舎から出てきたんですよ。△△の方にね」

じゃない？〉「はい。あの， 00県です」〈00県の， 〈はい。捨てられた無縁，捨てられた無縁のお墓から

どこですか？〉「△△という所です」〈この， 00県の 持って来てなくて。いや，確かに持ってらっしゃった

△△の， もっと，もっと，あの，あなたの別の部落， 筈だけど，土地の神様にお礼とかされてなくて，それ

別のあれがみえますね。△△の先にも見える》〈古い井 から前ふさがりされてるということです。沖縄ではヌ

戸が見えますけどさ。段々になってる。きれいな段々 ジファ［抜霊の意］と言うけど，これはヌジファされ

じゃなくて，少し山みたいで〉〈お稲荷さんですか？ 金 てなくて，そのまま持って来てる。ただ供養してさ。

毘羅さんですか？ ご先祖さんが祭っていたはず〉 土地の神様から何もヌジファされていない。だからあ

〈あなたは，何どしですか？〉「ヒッジどしです」［以 なたは，土地を買おうか，売買しようか，事業もしよ

下，クライエント本人，およびその父親と母親，妻， うか，と言ってるけど，いろいろと目にも見えない祖

子供 2人，祖母（つまり血縁家族全員）の年齢，干支 先の先の不足で，前ふさがりされるよって〉〈あなたは

を聞き，メモ用紙に書く。祖母，母親，妻については， ヒッジだから，神様は大日如来。大日如来は祖先から

出生地やその旧姓，および続柄（何女か）も聞く］〈あ の間違いを正すチヂ。その役を持ってる神様。だけど

なた，きょうだいは？〉「妹がいます。結婚している」 知らないから，それでふさがれるよって〉〈位牌がある

〈じゃあ，いい〉［と，これについてはそれ以上何も聞 でしょ。ミーグソ［死後間もない霊］の位牌から，そ

かない］ ＜この福岡の住所に，みんないるの？〉「いい のままになってる。四十九日が終わったら，その位牌

ぇ。 00県に両親と祖母がいます」〈△△にね〉「そう は燃やして，姓名を祖先の位牌に載せるさね。それが

です」《福岡には？〉「僕と家内と，子供2人」（中略） されてないよ，ということ〉「あのね，僕の父が，△△

〈いろいろとね，障害物とかね，病難。重い病気と に墓を建てたんですね。田舎の方の遺骨は持って来た

かじゃなくて，少しずつの障害物とか，前ふさがり。 んですよ。持って来たんだけど」〈はい。だからヌジフ

前がふさがってさ，自分の思うように行動できないと アが抜かれてないよって。だから，奥さんはウシだか
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ら，病気もさせられるよ，あんたが前ふさがりされる 来るからね》（後略）

ょ。お父さんもウシどしね。仕事うまくやってきたっ

もりだけど，目にも見えないものが。よその土地にた 2.事例B (62歳女性）

だで貸しませんよね。元あったお墓の土地からちゃん ［神棚に灯明をつけて］〈住所，氏名を書いて下さい

と，小作料，上納を土地の神様に納めて，ヌジファを ね〉〈お宅の住所，これ親元じゃないでしょ〉「はい」

解いてくるわけよ。お宅のお墓はこちらですよ，と。 〈お宅，寮にいるの？ 寮生活みたいなの？〉「いえ」

これがまだですね〉 〈それともアパート借りてるの？ 間借りしてる所〉

〈それと，小さな子供さんのお遺骨がないわけ。持 「あの，家を最近買ってですね。その家です」〈じゃあ，

って来てないわけ。むこうで捨てたわけ。怒ってるけ ひとりぼっちでいる寮はどこだったの？ 会社の寮な

どさ。私が「悪うございました，怒らないで下さい」 の？〉「あの，ひとりじゃなかったけど，この前まで，

って，神様に言ってますけど。カネツボに入っていた 職場の宿舎にいました」〈あー，宿舎って言うのか。今

けど，お坊さんが，もう三十三年忌も終わっているか は新築して？〉「中古の家だけど」

ら，もういいですよ，ということで，持って来てない〉 〈お父さんがいるの？〉「えーと，両親は00県に住

〈お墓，ひとつじゃないよね。今はひとつになってま んどって」〈そこはお父さんの生まれた所なの？〉「生

すけど〉「はい。一緒にして持ってきたけど，前は土葬 まれも00県なんですけど，田舎の方で，今住んでる

だから」 所はまた違うんです」〈町の方にね〉「はい」〈あの，山

〈おばあちゃんは元気ですか？ 持病再発って出て の斜面の下の方にいたの？ お父さんの生まれた所〉

ますけど〉「ばあちゃんは，もう齢でね，いろいろ持病 「僕は行ったことがないんですけどね」〈あ，ほんとね〉

はあってね」〈お父さんは二兎を追う者は一兎もつかま 「山の方って聞いてるから」〈山の斜面の，前の方に川

えず。損しますね）「父親？」〈はい。お母さんは障害 が流れとるからよ。山がこうあったら，このへんに家

物が次々と出る困難。今年ね。気をつけましょう）〈お があるみたいなのよ。で，ここが畑かなあ。道があっ

宅は，今年何か盗まれて，盗難届けを出す。病難が続 て，畑で，川が通ってる。知らない？〉「行ったことな

く。勇気出しましょう。希望持ちましょう。子供さん いんですよ」〈お父さんが生まれた所に？〉「はい」 [O

は，食べなくなったりする。胃の患い） 〇県の親の現在の住所を書くように言う］

〈苦労があっても努力すれば，希望が叶うことにな 〈お父さんは何男か知ってるの？〉「長男です」〈お

りますって。ただし，守護神と火の神様をたててもら じいちゃんは次男じゃない？〉「祖父は男ひとりの長男

いたい。そうすると発展します〉［台所の火の神様を祭 やったと思う」〈その上は？ 次男じゃない？》「その

るように。守護神はヒッジだから大日如来，妻と子供 上は知らない」《（私は）次男だと思ってる〉〈本家本元

はウシだから虚空蔵菩薩だと言う］〈それと，ご先祖様 はどこなの？ 知らない？ 住所じゃなくても〉「僕は

のお墓と位牌。さっき言ったこと。地元の神様にちゃ じいちゃんの代からしか知らない」〈お父さんたちは知

んとお礼を申し上げて，上納も納めて，•ヌジフアを抜 ってる？〉「父親は詳しいかもしれんけど」〈そうだろ

いて，結びして，持ってくるわけ。それがされてませ うね。あんた，そこまでおいでと言われてるからよ〉

ん。祖先の位牌はひとつにまとめるのがホントですけ ［クライエント本人・両親・祖母・妻・ 2人の子供（血

ど，ひとつに入ってなくて，並べられてる。四十九日 縁家族全員）の年齢や干支を聞く］〈それで，古い家を

が終わったら，祖先代々の位牌に結ぶはずなのに，ひ 買ったのね。土地は？〉「一緒に買った」

とつにされてないわけ〉 ［神棚に向かい，小さな声でクライエントのことを

〈そして，このウシの男とサルの男［クライエント 神様に伝えている様子］〈土地は40坪？〉「60坪くらい

の2人の息子］のこと，生まれましたと，おじいちゃ かな」〈どうしてこんな小さく見えるの？ そしたら〉

んに報告した？ してないよね〉「死んだじいちゃんに？」 「……」〈じゃあこの土地はもともと 2軒が集まって

〈はい。お墓に行きました？〉「墓には連れて行ったけ る？〉「分かれてるということ？」〈そう〉「あ，ただね，

ど」〈どこどこの長女と結婚して，子供2人生まれまし 前に駐車場があって，ちょっと離れて家が建ってる」

たよって，報告しましたか？〉「してない（笑）」〈まだ， 〈うん。お家だけのものは40坪あまり？〉「あー，そう

神様の籍に載ってない。載せて下さい。そうしないと， かもしれん」〈2つになって見えるからよ》〈沖縄だっ

目にくるからね。気をつけましょう。油断すると，保 たら，門をどこからあけて，どういうようにつて拝み

証人になって，お金を損するか，または病難。災いが はするけど〉［神棚に向かい小声を出しながら拝む］〈誰
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が交通事故で亡くなった？ 急に亡くなった人がいる

の？ それとも急に倒れたの？ おばあちゃんの所よ。

心配事なかった？〉「あの一，ばあちゃんが 1年くらい

前に倒れました」〈その前におじいちゃんはどうなって

るかということ。いるの？〉「亡くなりました」〈上に

ょ，おじいちゃんとおばあちゃんが住んでいた所に，

山の神様の神社があるはず。行ったことないって言っ

たね〉「そうなんですよ」〈前住んでいた所をよく知ら

んと，今度はね，今度買ったところ，合図が来るわけ。

山の神様から合図があるから，今年とても気をつけて

ちょうだいね》「今年？」〈はい〉〈そこに行ってお礼を

言わないといけないわけ。おばあちゃんが倒れたから

いいけど， もしかの場合はあんたに事故があったわけ

よね〉「んー」〈家を買ったのは今年なの？》「はい」〈去

年だったらよかったけどよ。だから，現在住んでる家

は， 2つに折れると言うからよ。危険が来るというこ

ともあるからね。気をつければいいから，だから一応

報告をあげんといけん〉「報告をする…」〈近所にアマ

テラスか何か，神社はないの？ そこに行って，神主

さんにお願いして，お清めしてもらってね。おじいち

ゃんの住んでた所は何ていう所だったか（を聞いて，

神主さんに言って）神主さんにお願いしてちょうだい

ね。これしないと，あんたにくるか，奥さんにくるか

ょ。それと長男，ムシが悪いよ，ちょっと〉〈本当はお

じいちゃんを供養することが大きいわよねえ〉

〈あんた， めまいとか，頭痛いとかない？〉「それは

ないけど，血圧が少し高い」〈だから私は，これからが

こわいわけ。 [40代後半がよくないと言う］これは山の

神様から請求が来てるからね〉〈だからいちばん大事な

ものは，土地があって自分は生きてるということね。

お清め，お祓いすること。ここで生活してるから守っ

て下さいということね〉（後略）

臨床心理学の観点からみた

ハンジ面接の特徴

1.クライエントに関連した事実を超自然的な方法で

r当てる」ことをめぐって

事例Aの場合，ュタは神棚を拝むとすぐに，「誰が南

洋に行くの？」と聞いた。ュタを訪ねる途中の車の中

で，同伴した地元の主婦が「私の夫がサイパンに旅行

に行くのを楽しみにしている」という話を聞いたとこ

ろだったので，筆者はとても驚いた。また，続けてユ

タは「福岡？」と筆者に尋ねた。筆者らがヤマト（日

本内地）から来ていることは伝えてあったが，どこか

ら来たのかはユタに言っていなかった。続けてユタは

「最初から福岡じゃないでしょ」とも言った。これも

事実であるので，筆者は奇妙な体験に非常に戸惑うと

ともに，このユタには自分のことは何でもわかってし

まうようだから，隠し立てをしてもダメで，裸になっ

てユタの言うことを聞くしかない，と覚悟を決めるよ

うな気分になった。

事例Bの場合も，面接開始直後に，筆者の書いた住

所を見ながら「これ親元じゃないでしょ」と言い，「お

宅，寮にいるの？」「ひとりぼっちでいる寮はどこだっ

たの？」と筆者に尋ねた。これは半分は事実に合うも

のであった（親元は別であり，家族で住んでいたアパ

ートから最近，一戸建に移ったところであった）。事例

Aに較べると，この場合はハンジ場面に少し慣れてお

り，また半分は事実に合わないものであったので，筆

者はそれほどのインパクトは受けなかった。

このような，クライエントに関連した事実をユタが

超自然的な方法で「当てる」ことは，ュタが宗教上の

特別な能力（カミと交信することができ，クライエン

トにはわからないことを判断する能力）を持っている

ことの証であり，ュタに対するクライエントの信頼感

を高めるものであろう。そしてそのような能力を持っ

た人に全面的に依りかかろうとするような態度が生じ

ることになる。

ュタのこのような能力は，その後も面接をリードし

ていく要因となる。事例Aでは「前がふさがって自分

の思うように行動できないというのがありますけど，

どうですか？」・「大杉って聞こえる」，「お墓は持って

きたけど，土地の神様にお礼がされてない」など，事

例Bでは「（土地の広さが） 40坪」とか，「おじいちゃ

ん，おばあちゃんが住んでいたところに山の神様の神

社があるはず」などである。ュタに対して信頼感や依

存心が高まっている場合には，クライエントはそれに

応えてさまざまに連想を巡らし，それに合うような事

実を捜し出し，それに特別な意味づけをしていくこと

になる。つまりユタとクライエントとの共同作業が行

われることになる。

以上のことから，ュタの行うハンジ面接の特徴とし

て， 2つの点を指摘できるであろう。

第 1は，ラポール形成の手続きが独特であることで

ある。臨床心理学で言われるラポールとは，カウンセ

ラーとクライエントが心理的共同作業を行っていく基

盤となるような信頼関係のことであり，それはカウン

セラーがクライエントの感じている感情体験を共感し

受容することによって形成されていくものである。一

方，ハンジ面接においては，ュタがクライエントに関
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56 健康科学

連した事実を超自然的な方法で「当てる」ことによっ

て，瞬時のうちに独特の人間関係が成立する。それは

その後のユタとクライエントの共同作業の基盤となる

ものであるので，「ラポール形成」と呼びうるであろう。

しかしその人間関係の質は独特である。カウンセリン

グの場合のラポールとは，クライエントは自らの主体

性を保ちながら共同作業のパートナーとしてカウンセ

ラーに信頼を寄せるようなものであるが，ハンジ面接

でのそれは，クライエントは自らの主体性をある程度

放棄して，ュタの持つ超自然的な世界観の方に引き込

まれるようなものであり，依存的なニュアンスの強い

ものであると考えられる。このような人間関係が成立

することによって，ュタはクライエントに対する心理

的影響力を獲得することになると考えられる。

第 2に，面接をリードするのは一貫してユタの側で

あることがあげられる。臨床心理学的なカウンセリン

グでは，主な話者は明らかにクライエントである。ク

ライエントは自分の主訴やそれにまつわる連想をカウ

ンセラーに語り，カウンセラーはそれを傾聴しながら，

クライエントの問題を明確化したり自分の連想を付け

加えたりすることで，クライエントの体験に変化をも

たらそうとする。これに対してハンジ面接の場合には，

主な話者はユタである。ユタはクライエントの主訴で

さえほとんど聞こうとしない。カミとの交信によって

得た判断をユタの側からクライエントに一方的に提示

するのであり，それに対してクライエントから異なる

事実が語られようと，クライエントに心当たりがなか

ろうと，判断を変更することはない。クライエントに

許されるのは，ュタの判断についてどう連想し，どう

解釈するかということだけである。このように，面接

過程は一貫してユタによってリードされて進んでいく

のである。

ここに述べた 2つの点は，相互に関連していると考

えられる。もしもユタが独特のラポール形成に失敗す

るならば，ュタ主導的な面接過程はユタの独走となり，

クライエントはそれについていかなくなると考えられ

る。つまりユタの判断が何を指しているのかを懸命に

連想しながら考えたり，判断に合うような事実を見つ

け出したりするような努力がなされなくなり，心理的

共同作業が行われなくなると考えられる。ュタ主導的

な面接がクライエントにとって意味のある体験となる

のは，「当てる」ことによって強烈なインパクトが与え

られているからであろう。

第 17巻

2.祖先の供養・土地の神の供養という文脈に乗せる

ことをめぐって

ハンジ面接においてユタの行う作業として 2つの事

例に共通しているのは，クライエントの血縁家族につ

いて住所・年齢・干支などを確認していること，クラ

イエントを取り巻く血縁家族に起こっている不幸な出

来事（病気・事故・事業の不成功など）を聞き出し，

それを土地と結びついた形での祖先供養の問題と関連

づけて解釈していること，そして不幸を取り除くため

に何をすればよいのかという対処策が祖先あるいは土

地に関連した供蓑をすべきであるという形で示されて

いることである。

つまり，現在発生している不幸が，祖先あるいは担

先の住んでいた土地の神に関する供養の不足と関連づ

けて解釈されるわけである。このことは心理的には，

クライエントの心理的困難や悩みが，祖先とその土地

に関する供養という文脈へと移し替えられることを意

味していると考えられる。このような文脈の変換が真

実味を持ってクライエントに体験されるのは，ュタと

クライエントがそのような文化を共有しているからで

あろう。

このことから考えられるのは，ュタによるハンジ面

接はクライエントの心理的な苦悩を直接軽減させると

いうよりも，むしろ悩みの内容を変化させる面がある

のではないか，ということである。例えばクライエン

トが自分自身や家族の病気に悩んでいたり，仕事がう

まくいかないことに悩んでいたりした場合，ュタを訪

れて祖先の供養が不足していると解釈されれば，クラ

イエントの悩みはそのことに置き換えられることにな

る。つまりハンジ面接は，悩みの意味づけの変換をク

ライエントに提供する面があると考えられる。

このような悩みの意味づけの変換について，臨床心

理学的なカウンセリングの場合にはどうであるかを一

言で述べることは難しい。学派やカウンセラー各人に

よって，このことについての考えは異なる面があるで

あろう。しかし，クライエントが当初の訴えを離れて

さまざまな話題（家族との関係や対人関係についての

話題であることが多い）を感情を込めて諾り始め，そ

の感情やそれにまつわる葛藤が解消するにつれて，当

初の主訴であったものも解消していく （あるいは悩み

であったものが悩みと感じなくなる）ことはカウンセ

リングにおいて一般に生じている現象であると言える

であろう。つまり，当初の悩みとは異なる内容がカウ

ンセリング場面での主な話題となり，それを取り扱う

ことがカウンセリングでの主な作業となるわけである。
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そのような意味では，臨床心理学的カウンセリングで

も悩みの意味づけの変換が行われると言えるであろう。

しかしその場合，どのような方向に意味づけが変換さ

れるかは，クライエントとカウンセラーとの対話の場

においてクライエントに生じる連想によって主導され

ていく。もちろんその背景にはカウンセラーの拠って

立つ理論的基盤があり，それが暗にクライエントの連

想に影轡を及ぼしている面もあるが，クライエント自

身が自分の連想を通じて実感のある方向に進んでいく

0)でなければカウンセリングは深まらないことになる。

したがって，意味づけの変換される方向は，クライエ

ントによってかなり異なってくるのである。これに対

して，ハンジ面接の場合には，祖先の供養・土地の神

の供養という明確な脚本が存在していること，それを

ュタが主導的に示すことをその特徴としてあげること

ができると考えられる。

このような意味づけの変換によって，ュタば悩みを

解消するための具体的な方策をクライエントに提示す

ること力ゞ可能になる。ここに示した事例に即して言え

ば，守護神と火の神を祭ること，ヌジファをすること，

祖先の位牌を適正にすること（事例A)，土地を清める

祓をすること（事例B) である。クライエントの当初

の悩み力ゞ，それを解消するには何をすればよいのかが

わかりにくいものであればあるほど，ュタによって提

示される解消のための具体的方策はクライエントの心

をとらえ，その方向へとクライエントの行動を駆りた

てるものとなるのではないだろうか。これに対して臨

床心理学的なカウンセリングではカウンセラーから明

確な具体；的方策を提示することは少ない。むしろ，ク

ライエントが連想を通じて意味づけの変換の作業を行

ぃ，それにまつわる感情や葛藤を取り扱っていく共同

作業が，悩みを解消していく方策となる。このため，

臨床心理学的カウンセリングは定期的に面接を行う契

約をして，ある程度の期間継続して行われる必要があ

る。ュタによるハンジ面接が 1回ごとに終結し，継続

面接の手続きをとらないのは，具体的な解消策が一方

的に明確に提示されるからでもあると考えられる。

さて， ュタによって行われる悩みについての意味づ

けの変換！は，クライエントにとって，悩みを解消する

ための具体的な方策が与えられるという効果を持つだ

けなのて噂ぅろうか。土地と結びついた祖先供養の文脈

に意味づけが変換されることには，それ独自の深い心

それでカウンセリング機能は果たせることになる。し

かし，大棚4)が膨大な歴史資料の研究から示しているよ

うに，ユタが歴史上さまざまな時点で弾圧を受けなが

らも，数百年にわたって存在しつづけ，今日なお多く

の人々の心をつかみ，衰えることなく次の世代を再生

産しつつあることから見ても，個人の悩みが土地や祖

先の供養と結びついた文脈でハンジ（判断）されるこ

との中には，文化を共有する人間同士の間でしかわか

りにくい，しかしその文化の中にある人間の心を癒す

力を持った独特の意味世界が存在しているように感じ

られる。その点については，本研究では明らかにする

ことは難しい。今後の研究の課題としておきたい。

まとめ

本論文では，筆者がクライエントとなって体験した

ュタによるハンジ面接場面を 2例提示し，それを臨床

心理学的な観点から検討し，ハンジ而接の特徴を考察

した。特徴として抽出したことを簡単にまとめると，

以下の 4点をあげることができる。①クライエントに

関連した事実をユタが超自然的な方法で「当てる」こ

とで，独特のラポールが形成される。②面接過程をリ

ードするのは一貫してユタである。③クライエントの

悩みは祖先供養・土地供養という文脈に移し替えて解

釈される。つまり，悩みの意味づけの変換がなされる。

④祖先供養・土地供養の文脈で，悩みへの対処策がユ

タから具体的に提示される。

以上にまとめた特徴は，筆者がクライエントとして

体験したわずか 2例のハンジ面接から取り出したもの

である。しかも先に述べたように，筆者は切追した悩

みを抱えてユタを訪ねたわけではなく，また沖縄文化

を共有する人間でもないため，この 2例が典型的なハ

ンジ場面であるとは言いにくい面を持っている。した

がって，ここで取り出した特徴は，今後の研究を進め

ていくための仮説と考えておくべきであろう。また，

個人の悩みの意味づけが組先供蓑・土地供養という文

脈に変換されて解釈されることには，固有の文化の中

で，それ独自の心理的意味があるのではないかという

ことも検討課題として残った。今後は地元の人がクラ

イエントとして受けているハンジ面接の場面を観察す

る作業を通じて，これらの点について検討していく必

要があると考えられる。

理的な意：味力ゞ存在するのではないだろうか。もしその 本研究は平成 6年度文部省科学研究費助成（総合研

ょうな意味が全くないとすれば，どのような方向にで 究A,課題番号06301014) を受けた。なお，調査には

も，意味ミづけを変換し解消策を提示できさえすれば， 久留米大学の安達義弘，入江康介が同行した。
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